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「各教科のビッグアイデアとは何か −学習指導要領の改訂をめぐる議論を見据えて−」



発表の流れ

  美術教育の特性（学問的背景と教科教育性）

 Ⅰ．文化芸術教育の充実改善に向けた検討会議（文化庁）

Ⅱ．次期学習指導要領における美術教育充実のための提言（全日本美術教育会議）

Ⅲ．新たな学びの実現に向けた教育課程の在り方に関する研究報告書（国立教育政策研究所）

Ⅳ．海外の動向（アメリカ合衆国）

Ⅴ．日本の現行学習指導要領における図画工作科・美術科の内容構成

  図画工作・美術科におけるビッグアイデアの提案



美術教育の特性（学問的背景と教科教育性）①

〇学問的背景

ハーバート・リード（1893-1968） “Education through Art ” （1943） ：『芸術による教育』

人間存在にとって芸術の本質的意味を説く「美的教育論」 aesthetic education

 ①芸術は教育の基礎

    『芸術による教育』は、「美的なるものの回復」として精神活動（教育）の核になるべき

②個人と社会の有機的統合

    教育された個性はその個人の属する社会集団を統一・調和させる、社会的存在としての人間形成

    →芸術による民主主義へ至る道を示唆＝人間教育の目的は「平和のための教育」

    →「調和論」を示す美術教育のキーワード：感性と情操

ハーバート・リード『芸術による教育』フィルムアート社，2001年



〇教科教育性

エリオット・アイスナー（1933-2014)

10Lessons the Art Teach (子どもが)芸術から教えられる  

10のレッスン

1． 「質」に関わる判断力を養う

2．正解は一つではないと知る

3．多角的な視点を持つ

4．目的は状況に応じて変わる

5．予期せぬ可能性を受け入れる

6．小さな差異が大きな効果を生む

7．材料を通して思考する

8．言葉にできないことを表現する

9．独自の体験を生み出す

10．重要性を象徴する

〇日本での再構成

宮坂元裕（1940-）『「図画工作」という考え方』 (2016) 

によれば、
○質的な関係についての適切な判断

○問題には多くの解決方法がある

○目標は環境やきっかけによって変化しうる

○目の前の素材を基に考えること

＋６つの力が身につくように

○次に起こることを予測する力

○たくさんのものから一つを選択する力

○組み合わせる力

○失敗を乗り越える力

○みんなで作る力（自己主張と協調のバランス）

○美しいということが分かるようになる力

個別の資質・能力へ
The Arts and the Creation of Mind

（Yale University Press,2002)

美術教育の特性（学問的背景と教科教育性）②



引用：https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kondankaito/kentokaigi/index.html

ビッグアイデアにつながる要素

創造性、感性、身体性、個別性、即興性、創発性、既成概念にとらわれない自由な発想で物事を捉え考える、

我が国の伝統や文化、多様な世界の文化、異なる次元や分野から新たな結合により全く異なるものを創発する

Ⅰ．文化芸術教育の充実改善に向けた検討会議（文化庁）R6年12月 



引用：https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kondankaito/kentokaigi/index.html

ビッグアイデアにつながる要素 例）題材：「未来を想像してみよう」

本質的な問い：未来を想像して見付けた表したいことをどのように表せるか

中核的な概念や方略：自分の感覚や行為を通して形や色などの造形的な特徴を理解し、自分のイメージをもちながら、伝えたい

ことから表したいことを見付け、形や色、材料の特徴などを考えながら、どのように表していくかについて考え、表し方を工夫して表す。

Ⅰ．文化芸術教育の充実改善に向けた検討会議（文化庁）R6年12月 



Ⅱ．次期学習指導要領における美術教育充実のための提言（全日本美術教育会議）
R7年7月

Ⅰ．顕在化している課題と美術教育の強み

情操を涵養しながら、感性と創造性豊かな人材を育成し、今日の文化的な社会を支え
る基盤となる、重要な役割を果たしています。今日求められる創造的思考において、美
術教育が育む新しい価値創造や問題解決能力には、子供自らが問いを立て試行錯
誤できる学習時間の確保が不可欠です。美術教育は、現代の社会的な要求に応え、
人類の豊かな美術文化に基づいたウェルビーイングを希求する心を育む重要な学びとし
て、その位置付けをさらに強化する必要があります。

Ⅱ．次期学習指導要領改定に向けた提案
１．学習指導要領の内容に関する提案

２．デジタル化の推進と身体を通した実体験の調和
実体験に基づく学びを重視しつつ、子供の発達段階に応じてデジタル機器を適切に活用し、

      身体性とデジタルの調和を図りながら想像力を高める学びの環境の整備が必要です。

３．伝統文化の継承および新たな美術文化の創出
日本の伝統文化や生活を豊かにするデザインや工芸、現代の多様な文化に関する教育の一層の
充実を図り、社会と連携しながら、新たな文化を創出しようとする態度を育成することが必要です。

Ⅲ．美術教育の充実に向けた提案

ビッグアイデアにつながる要素

・デジタル化の推進と身体性による実体験の調和

・伝統文化の継承と新たな美術文化の創出
引用：https://insea-in-japan.or.jp/pdf/recommendations2025.pdf



Ⅲ．新たな学びの実現に向けた教育課程の在り方に関する研究報告書
（国立教育政策研究所）R7年３月

https://www.nier.go.jp/_uploads/2025/12/r060709_01_honbun.pdf https://www.nier.go.jp/_uploads/2025/12/r060709_02_honbun.pdf

報告書１ 報告書２



Ⅳ．海外の動向（アメリカ合衆国）

平成29年度日本教育大学協会全国美術部門協議会、第56回大学美術教育学会 【広島大会 特別企画】これからの美術教育の在り方をグローバルに考える―日米交流を通して― 記録資料，pp.1-45, 2017年9月23日の内容を基に発表者（藤井）が作成。

哲学的根拠とコア芸術スタンダード（2014）

ダンス 音楽 演劇 視覚芸術 メディア芸術

•芸術的プロセス（創造する→発表する・演じる・プロデュースする→反応・応答する→結びつける）

•アンカー・スタンダード（知識・技能）作品を判断する基準や記述が示されている

•永続的理解

•本質的な問い

•パフォーマンス・スタンダード（具体的な特徴や基準）

•礎石となるアセスメント・モデル（21C型スキルに対応）

永続的理解（普遍的な真理・アイデア）

例）芸術制作に生涯かかわることが、豊かな人生
を送ることに貢献します。

本質的な問い（探究を引き起こす）

例）芸術作品の創作は、豊かな人生を送るために
どのように役立ちますか？
「豊かな人生」とは何を意味しますか？

新しい全米コア芸術・スタンダードモデル



Ⅴ．日本の現行学習指導要領における図画工作科・美術科の内容構成
（H29・30・31年改訂）

B鑑賞

A表現

造形遊び

絵や立体・工作

【共通事項】

A表現・B鑑賞に共通して

必要となる資質・能力

・自分の感覚や行為を通し

て形や色などの観じが分かる

・形や色などを基に自分のイ

メージをもつこと

造形的な見方・考え方

小学校 中学校 高等学校

B鑑賞

A表現

絵や彫刻

デザインや工芸

【共通事項】

A表現・B鑑賞に共通して

必要となる資質・能力

・形や色、材料、光などの

性質やそれらが感情にもた

らす効果

・全体のイメージや作風

造形的な見方・考え方

B鑑賞

A表現

絵画・彫刻

デザイン

映像メディア表現

【共通事項】

A表現・B鑑賞に共通して必

要となる資質・能力

・造形の要素の働きの理解

・全体のイメージや作風、様

式などで捉える理解

造形的な見方・考え方



次期学習指導要領の改訂に向けた動き
芸術ワーキンググループの主な意見（文部科学省） R7年１０月～

引用： https://www.mext.go.jp/content/20260217-mxt_kyoiku01-000047202_8.pdf

・創造性 ・感性 ・身体性 ・想像力 ・多様性理解 ・主体性 ・文化の理解 ・協働性

・知識・技能 ・思考力、判断力、表現力等 ・学びに向かう力、人間性等 ・価値 ・鑑賞

・充実感、達成感 ・豊かな社会の創造や幸福な人生 ・教科横断や連携の在り方 ・区分 ・その他



図画工作・美術科におけるビッグアイデアについて



美術の領域・分野
（造形遊び，絵や立
体，工作，鑑賞）

主題を生み出す発
想・構想の方法
（場所から，材料から，想像し
たことから，生活経験から，材料
や用具から，遊ぶもの・仕組みか
ら，飾る・使うもの，伝えるもの，
美術作品等）

題材の内容と系統を
表す

例）【絵】生活経験から
せんせいあのね→こんなことあった
よ→あの日あの時の気もち→わ
すれられない気持ち→あの時あ
の場所わたしの思い→わたしの
大切な風景

引用：日本文教出版ホームページ
https://www.nichibun-g.co.jp/

現
行
の
小
学
校
図
画
工
作
科
教
科
書
の
構
成
（
日
文
）



現
行
教
科
書
（
日
文
）
の
内
容
か
ら
ビ
ッ
グ
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る

主題を生み出す発
想・構想の方法

↓
学習方略

各題材
  ↓

事実＆概念＆ビッグ
アイデアに相当するも
のが含まれているので
は？

美術の領域・分野
  ↓

個別の技能
ビッグスキル

ビッグスキル

引用：日本文教出版ホームページ
https://www.nichibun-g.co.jp/



図画工作・美術科におけるビッグアイデアの提案

図工・美術は 私たちに 材料を通して思考することを促してくれる。（身体性・思考力）

図工・美術は 私たちに 多様な見方を教えてくれる。（多様性）

図工・美術は 私たちに 試行錯誤の（失敗を乗り越える）機会を与えてくれる。（レジリエンス）

図工・美術は 私たちを 探究的（省察的）な活動にいざなってくれる。（探究）

図工・美術は 私たちの 想像／創造性を耕してくれる。（想像・創造）

図工・美術は 私たちの 伝統文化の継承と新たな文化の創出を支えてくれる。（保守・革新）

図工・美術は 私たちの 美的（調和的）な判断力を養ってくれる。（調和）

図工・美術は 私たちが 共に よりよく生きる意欲を高めてくれる。（ウェルビーイング ）



ご清聴ありがとうございました。

美術科教育学会理事（研究部）

藤井 康子（大分大学）

fujii-yasuko@oita-u.ac.jp

美術科教育学会理事（研究部）

郡司 明子（群馬大学）

gunji@gunma-u.ac.jp
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